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【
葛
飾
・
書
記
・
沼
美
幸
通

信
員
】
毎
年
、
分
会
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い

た
飯
塚
分
会
。
2
0
1
7
年
に

分
会
再
編
で
東
水
元
分
会
と
合

併
し
て
水
元
分

会
と
な
っ
て

も
、
分
会
レ
ク

へ
の
意
気
込
み

は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
分
会
内
交
流
や
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
、上
手
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

一
番
人
を
集
め
る
の
は
、
5

月
に
行
う
Ｂ
Ｂ
Ｑ
。
場
所
は
組

合
員
の
方
の
作
業
場
を
お
借
り

し
て
い
ま
す
。
分
会
内
の
交
流

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
時

期
に
開
催
す
る
目
的
は
住
宅
デ

ー
に
向
け
て
の
交
流
で
す
。
宣

伝
も
兼
ね
て
、
分
会
の
方
を
集

め
て
盛
大
に
行
な
い
ま
す
。

合
併
後
初
の
開
催
で
は
、
1

3
0
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。
分
会
組
織
人
員
の
4
分
の

1
が
参
加
す
る
分
会
レ
ク
で

す
。
こ
れ
だ
け
の
人
数
を
集
め

て
開
催
で
き
る
分
会
は
他
に
あ

り
ま
せ
ん
。

当
日
は
分
会
役
員
の
方
々
が

中
心
と
な
っ
て
肉
や
焼
き
そ
ば

な
ど
を
振
る
舞
い
ま
す
。
最
後

に
は
、
盛
大
な
抽
選
会
が
行
な

わ
れ
ま
す
。こ
ち
ら
の
く
じ
は
、

は
ず
れ
な
し
で

す
。
参
加
者
全

員
に
何
か
が
当

た
る
よ
う
に
し

て
あ
る
こ
と

が
、人
気
の
理
由
の
1
つ
で
す
。

景
品
は
、
花
鉢
か
ら
乾
麺
の
そ

う
め
ん
や
そ
ば
1
箱
、
お
菓
子

の
詰
め
合
わ
せ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
1
等
に
は
オ
ー
ブ
ン
ト

ー
ス
タ
ー
2
台
を
用
意
。
当
た

っ
た
人
は
笑
顔
で
持
ち
帰
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
他
に
は
、
バ
ス
レ

ク
も
開
催
。
こ
ち
ら
は
秋
の
拡

大
月
間
が
終
わ
る
頃
に
開
催

し
、
拡
大
の
慰
労
と
新
加
入
者

の
交
流
を
兼
ね
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
度
の

バ
ス
レ
ク
は
、
時
期
は
変
わ
り

ま
し
た
が
開
催
し
ま
し
た
。
分

会
レ
ク
の
活
用
も
上
手
で
す

が
、
大
勢
が
参
加
す
る
レ
ク
を

開
催
で
き
る
、
葛
飾
支
部
で
も

有
名
な
分
会
で
す
。

最後に行なわれる抽選会は大盛況

永井分会長（右）
と糸賀分会書記長

【
本
部
・
友
成
京
介
記
】
東
京

土
建
青
年
部
は
2
月
25
日
、
第
61

回
青
年
部
定
期
大
会
を
け
ん
せ
つ

プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
し
、
30
支
部

の
代
議
員
と
来
賓
な
ど
93
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

挨
拶
と
し
て
岸
部
長
が
「
と
も

に
手
を
と
り
あ
っ
て
、
働
く
青
年

が
報
わ
れ
る
よ
う
青
年
部
活
動
を

推
進
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

昨
年
度
の
総
括
、
今
年
行
な
わ
れ

る
青
年
部
結
成
60
周
年
記
念
事
業

を
機
に
青
年
部
活
動
推
進
を
図
る

方
針
提
起
が
あ
り
、
大
会
議
案
を

補
強
す
る
形
で
北
、
目
黒
、
府
中

国
立
、
清
瀬
久
留
米
か
ら
活
動
経

験
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
7
つ
の
分
散
会
で
討

議
を
行
な
っ
た
後
、
議
案
や
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
拍
手
で
承
認
、
最
後
に

五
本
木
新
部
長
が
「
60
年
の
歴
史

を
築
い
た
先
輩
達
の
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、
全
都
の
仲
間
と
働
く
青

年
が
主
人
公
の
社
会
を
つ
く
ろ

う
」
と
挨
拶
し
閉
会
し
ま
し
た
。

新
年
度
役
員
は
次
の
み
な
さ
ん

で
す
。部
長
・
五
本
木
宏
晃
（
西
多

摩
）。副
部
長
・
小
澤
巧
（
村
山
大

和
）。
書
記
長
・
栄
大
翔（
調
布
）。

書
記
次
長
・
三
宅
修
平（
杉
並
）。

【
本
部
・

中
村
哲
郎

記
】
第
17
回

本
部
シ
ニ
ア

友
の
会
総
会

が
、
2
月
28

日
に
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東

京
で
35
支
部

1
0
9
人
の

参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し

た
。伊

藤
真
さ

ん
を
講
師
に

「
今
こ
そ
憲
法
を
守
ろ
う
！
」
の

講
演
を
受
け
、
基
調
報
告
・
方
針

提
案
で
は
、
①
仲
間
を
孤
独
に
し

な
い
交
流
活
動
、
②
組
合
運
動
と

技
術
・
技
能
の
継
承
活
動
推
進
、

③
地
域
高
齢
期
運
動
の
促
進
、
④

新
役
員
体
制
、
⑤
特
別
決
議
と
し

て
「
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
3
千
万
署

名
」
の
運
動
の
先
頭
に
立
つ
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

支
部
経
験
報
告
で
は
、
葛
飾
、

港
、
西
東
京
の
3
支
部
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、

民
謡
を
聴
き
、
歌
い
、
大
い
に
懇

親
を
深
め
ま
し
た
。

新
年
度
の
役
員
体
制
に
は
、
次

の
皆
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

（
敬
称
略
）
。

会
長
・
加
藤
行
夫（
渋
谷
）。
副

会
長
・
豊
田
隆（
台
東
）、
緑
川
明

（
北
）、北
川
静
夫（
港
）、市
村
政
男

（
三
鷹
武
蔵
野
）
、
小
山
隆
一
（
府

中
国
立
）、
小
黒
博
行（
日
野
）、

山
岸
敦
志
（
小
平
東
村
山
）
。
事

務
局
長
・
阿
部
章
二（
江
戸
川
）。

挨拶をする五本木新青年部長

伊藤先生の講演に集中す
るシニアの皆さん

【
ど
け
ん
共
済
会
発
】
昨
年

取
り
組
ん
だ
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
持
ち
家
の
仲
間
の
火
災
共

済
の
加
入
率
は
高
い
反
面
、
賃

貸
住
宅
居
住
の

仲
間
の
火
災
保

障
は
な
い
、
ま

た
は
自
身
の
保

障
内
容
を
把
握

し
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
ま

た
火
災
共
済
加
入
の
仲
間
の
地

震
共
済
付
帯
率
は
8
・
1
％
に

留
ま
っ
て
お
り
、
民
間
損
保
の

全
国
平
均
60
％
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。

火
災
も
地
震
も
住
宅
再
建
や
生

活
再
建
に
備
え
た
保
障
の
準
備
が

必
要
で
す
。
ご
自
身
の
加
入
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
身
の
回
り
の
仲

間
に
も
呼
び
か
け
て
、
「
助
け
合

い
」
の
共
済
を
一
回
り
も
二
回
り

も
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
地
震
・
自
転
車
の
3

制
度
同
時
加
入
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

対
象
と
な
る
「
生
活
ま
る
ご
と

安
心
パ
ッ
ク
」

は
、3
月
中（
4

月
1
日
発
効
）

が
加
入
期
限
と

な
り
ま
す
。

個
人
プ
ラ
ン
の
新
設
で
よ
り

加
入
し
や
す
く
な
っ
た
自
転
車

保
険
と
合
わ
せ
て
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

【
多
摩
西
部
・
主
婦
・
藤
巻
智

子
記
】
2
月
17
日
に
け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京
に
て
第
52
回

主
婦
の
会
総
会
が
行
な

わ
れ
、
総
勢
2
2
2
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

情
勢
基
調
報
告
の
あ

と
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で

は
、
同
じ
よ
う
な
志
を

持
つ
他
の
団
体
の
方
の

意
見
を
聞
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。ま
た
、白
滝

書
記
長
の
「
憲
法
を
変

え
る
必
要
は
な
い
！
憲

法
を
現
実
社
会
に
活
か

す
こ
と
こ
そ
大
切
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
学
習
会

で
は
、
憲
法
改
悪
し
よ
う
と
し
て

い
る
現
在
の
政
権
の
あ
り
か
た
を

学
び
、
改
憲
す
る
こ
と
に
み
ん
な

で
反
対
を
訴
え
、
9
条
を
守
る
べ

き
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
各
専
門
部
の
活
動
報

告
と
、
来
年
度
の
方
針
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
組
織
は
、
建
設
労

働
者
の
仕
事
と
く
ら
し
を
守
る
た

め
に
組
合
と
一
緒
に
家
族
ぐ
る
み

の
運
動
に
取
り
組
む
、等
の
方
針
。

平
和
家
族
・
女
性
か
ら
は
、
「
主

婦
の
会
9
条
の
会
」
の
活
動
を
よ

り
一
層
進
め
る
、
組
合
と
共
に
震

災
支
援
や
防
災
活
動
を
広
め
る
、

女
性
・
主
婦
独
自
の
要
求
に
基
づ

い
て
自
主
的
活
動
を
進
め

る
、
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
教
宣
か
ら
は
、

本
・
支
部
機
関
紙
の
定
期

発
行
と
支
部
・
分
会
新
聞

編
集
体
制
の
強
化
、
学
習

会
の
開
催
の
方
針
の
ほ

か
、
分
会
機
関
紙
の
発
行

や
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に

つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
一
人

ひ
と
り
が
輝
け
る
時
代
に

む
け
て
」
を
、
支
部
に
大

切
に
持
ち
帰
り
、
私
た
ち
な
ら
で

は
の
活
動
を
考
え
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総会運営委員と保育士に
ねぎらいの拍手

求

人

６０
年
の
歴
史
引
き
継
ぐ

青年部

３

名物分会名物分会

新
部
長
に
五
本
木
さ
ん（
西
多
摩
）

ファイルファイル

加
入
率
低
い
賃
貸
住
宅

火
災
・
地
震
共
済
に
加
入
を

葛
飾
支
部
水
元
分
会

分
会
レ
ク
は
お
任
せ

大
勢
集
め
て
盛
大
に
開
催

改憲反対の先頭に
新会長は加藤さん（渋谷）

個が輝ける時代に
自主的な活動を進めよう

シ
ニ
ア

主
婦
の
会

シ
ニ
ア
・
青
年
・
主
婦
が
総
会
開
催

シ
ニ
ア
・
青
年
・
主
婦
が
総
会
開
催


